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ま
た
先
月
十
七
日
に
は
、
有

名
企
業
を
か
た
っ
た
メ
ー
ル
で

偽
の
サ
イ
ト
に
誘
導
し
、
個
人

情
報
を
盗
み
取
る
な
ど
「
フ
ィ

ッ
シ
ン
グ
詐
欺
」
へ
の
注
意
を

促
す
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
、
ア
ピ

タ
パ
ワ
ー
新
守
山
店
＝
新
守
山

＝
で
催
さ
れ
た
。

　

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
対
策
協
議
会

（
事
務
局
・
東
京
）
に
よ
る

と
、
昨
年
の
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
報

告
は
約
五
十
二
万
六
千
件
で
、

四
年
前
の
五
十
四
倍
近
く
ま
で

急
増
。
ま
た
県
内
で
は
昨
年

中
、
二
千
四
十
七
件
の
相
談
が

県
警
に
寄
せ
ら
れ
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
守
山
署

員
や
瀬
古
学
区
連
絡
協
議
会
メ

ン
バ
ー
ら
約
二
十
人
が
参
加
。

店
舗
出
入
り
口
付
近
で
啓
発
チ

ラ
シ
と
グ
ッ
ズ
を
買
い
物
客
に

手
渡
し
た
ほ
か
、
モ
ニ
タ
ー
を

設
け
て
注
意
喚
起
す
る
動
画
を

繰
り
返
し
流
し
た
。

　

鳥
羽
見
か
ら
買
い
物
に
き
て

い
た
五
十
代
女
性
は
「
届
い
た

メ
ー
ル
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

検
索
し
、
公
式
か
ど
う
か
を
確

か
め
て
ま
す
」
と
に
っ
こ
り
。

同
署
は
「
慌
て
ず
に
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
確
認
な

ど
を
し
て
、
必
要
が
あ
れ
ば
手

続
き
を
す
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　

本
地
丘
学
区
は
守
山
区
の
南

東
に
位
置
し
、
周
り
を
尾
張
旭

市
に
囲
ま
れ
て
い
る
飛
び
地
の

よ
う
な
丘
陵
地
で
す
。
区
内
で

最
も
面
積
が
小
さ
く
、
人
口
が

少
な
い
学
区
で
も
あ
り
ま
す
。

　

団
の
活
動
は
主
に
火
災
発
生

時
の
消
防
隊
支
援
、
防
火
広
報

や
救
命
講
習
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
積
極
的
な
実
施
は
難
し

い
の
で
す
が
、
大
規
模
地
震
災

害
を
想
定
し
た
消
火
活
動
の
訓

練
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
わ
が
団
の
団
長
は
区

消
防
団
連
合
会
会
長
を
兼
任

し
、
市
全
体
の
消
防
団
運
営
に

も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

本
地
丘
学
区
は
人
口
が
少
な

い
上
に
大
き
な
事
業
所
も
な
い

た
め
、
団
員
の
確
保
に
苦
慮
し

て
い
ま
す
。
学
区
在
住
・
在
勤

で
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
当

団
ま
た
は
区
消
防
団
連
合
会
へ

連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

名
古
屋
市
で
は
、
南
海
ト
ラ

フ
地
震
発
生
時
の
被
害
軽
減
を

目
的
に
、
消
防
団
と
消
防
隊
が

連
携
し
て
震
災
対
応
で
き
る
よ

う
日
々
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
を
契

機
に
消
防
団
の
施
設
と
装
備
の

あ
り
方
が
見
直
さ
れ
、
詰
め
所

や
車
両
に
つ
い
て
は
今
後
、
市

が
整
備
し
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
守
山
区
で
は
昨

年
度
末
、
市
が
整
備
し
た
車
両

を
本
地
丘
と
小
幡
北
の
両
消
防

団
に
配
置
し
ま
し
た
。
施
設
も

同
じ
く
市
が
整
備
を
進
め
て
お

り
、
本
年
度
末
に
は
大
森
と
志

段
味
西
の
消
防
団
詰
め
所
が
完

成
す
る
予
定
で
す
。

　

守
山
区
は
も
ち
ろ
ん
、
市
内

の
消
防
団
は
年
々
進
む
団
員
の

減
少
と
高
齢
化
に
苦
慮
し
て
お

り
、
積
極
的
に
団
員
募
集
を
行

っ
て
い
ま
す
。
消
防
団
活
動
に

興
味
が
あ
る
方
（
※
年
齢
・
性

別
は
問
い
ま
せ
ん
）
は
、
守
山

区
消
防
団
連
合
会
事
務
局
ま
で

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
十
分
な

活
動
が
で
き
な
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
が
、
災
害
は
い
や
応

な
し
に
発
生
し
ま
す
。
わ
れ
わ

れ
守
山
区
消
防
団
一
同
は
、
わ

が
ま
ち
と
、
住
民
の
皆
さ
ん
の

生
命
・
財
産
を
災
害
か
ら
守
る

た
め
、
誠
心
誠
意
活
動
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

消
防
団
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

小
幡
消
防
団
か
ら
分
離
独
立

す
る
形
で
発
足
。
苗
代
学
区
は

住
民
の
防
災
意
識
が
高
く
、
町

内
会
単
位
の
自
主
防
災
訓
練
も

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
団

も
、
そ
う
し
た
訓
練
を
積
極
的

に
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
最
近
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
団
の
活
動
も
制
限
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
今
後
も
感
染
防
止

策
を
講
じ
な
が
ら
学
区
の
た
め

に
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

団
員
数
に
つ
い
て
は
、
定
員


人
の
と
こ
ろ

人
と
定
員
割

れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

火
災
出
動
や
防
災
訓
練
な
ど
へ

の
対
応
に
つ
い
て
も
、
平
日
の

出
動
団
員
が
少
な
い
こ
と
に
と

て
も
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

　

苗
代
学
区
の
「
安
心
安
全
」

を
こ
れ
か
ら
も
守
っ
て
い
く
た

め
、
消
防
団
活
動
に
参
加
・
協

力
し
て
い
た
だ
け
る
方
の
応
募

を
切
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

「
守
山
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会
」
（
中
日
新
聞
社
後

援
）
が
先
月
十
五
日
、
三
菱
電

機
グ
ラ
ウ
ン
ド
＝
小
幡
中
二
＝

で
盛
大
に
催
さ
れ
、
区
内
在
住

・
在
勤
の
愛
好
者
ら
百
四
十
八

人
が
参
加
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
か
ら
、
三
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
っ
た
同
大
会
。
「
市
民
ス
ポ

ー
ツ
祭
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
」
（
十
月
、
瑞
穂
区
）
出

場
者
を
選
考
す
る
参
考
大
会
も

兼
ね
て
行
わ
れ
た
。

　

競
技
前
に
は
、
児
玉
透
区
長

が
「
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
遺

憾
な
く
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
競
技
委

員
長
の
関
美
那
子
さ
ん
が
「
久

し
ぶ
り
の
区
大
会
と
な
り
ま
し

た
。
楽
し
い
一
日
に
し
て
く
だ

さ
い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　

前
日
の
雨
で
ボ
ー
ル
が
少
し

転
が
り
に
く
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
参
加
者

ら
は
「
ナ
イ
ス
」
や
「
う
ま

い
」
と
い
っ
た
声
を
上
げ
な
が

ら
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
た
。

　

上
位
入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん

（
敬
称
略
、
か
っ
こ
内
は
学
区

名
・
団
体
名
）
。

　

①
石
橋
正
幸
（
守
山
鯱
城

会
）
②
瀬
口
幸
雄
（
小
幡
）
③

村
瀬
雅
子
（
白
沢
）
④
一
色
さ

だ
子
（
志
段
味
西
）
⑤
加
藤
守

正
（
瀬
古
）
⑥
藤
原
修
（
レ
イ

ン
ボ
ウ
）

　

劇
団
「
若わ

か

じ

し

の

か

い

獅
子
会
」
は
八
月

五
日
（
金
）
、
「
知ち

覧ら
ん

へ
」

「
殺
陣　

春
夏
秋
冬
」
を
西
文

化
小
劇
場
＝
西
区
花
の
木
二
＝

で
上
演
。
名
古
屋
公
演
と
な
る

同
舞
台
に
は
、
区
内
在
住
で
日

舞
の
田
代
京
美
（
赤
堀
輝
京
）

さ
ん
が
ゲ
ス
ト
出
演
す
る
。

　

若
獅
子
会
（
笠
原
章
代
表
）

は
一
九
八
七
年
、
同
年
に
解
散

し
た
「
劇
団
新
国
劇
」
の
中
堅

メ
ン
バ
ー
ら
に
よ
り
結
成
。
本

公
演
は
劇
団
結
成
三
十
五
周
年

を
記
念
す
る
も
の
で
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
昨
年

六
月
の
全
国
公
演
と
同
じ
演
目

で
再
度
企
画
さ
れ
た
。

　

田
代
さ
ん
は
、
特
攻
隊
生
き

残
り
の
男
の
戦
後
史
を
描
い
た

物
語
「
知
覧
へ
」
に
登
場
。
特

攻
隊
員
を
温
か
く
見
守
る
居
酒

屋
の
女お

か

み将
を
演
じ
る
ほ
か
、
民

謡
「
田
原
坂
」
や
「
翼
を
く
だ

さ
い
」
に
合
わ
せ
た
舞
と
踊
り

も
劇
中
で
披
露
す
る
。

　

「
会
場
は
少
々
遠
い
で
す

が
、
ぜ
ひ
い
ら
し
て
く
だ
さ

い
」
と
田
代
さ
ん
。
観
劇
料

（
全
席
指
定
、
税
込
み
）
は
五

千
円
。
午
後
零
時
半
開
演
、
正

午
開
場
。
チ
ケ
ッ
ト
を
は
じ

め
、
問
い
合
わ
せ
は
田
代
さ
ん

＝
携
帯
０
９
０
―
９
９
０
８
―

２
９
２
０
＝
へ
。

　

子
ど
も
会
会
員
ら
に
よ
る
交

通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
先
月

十
五
日
、
県
道
名
古
屋
瀬
戸
線

（
瀬
戸
街
道
）
の
小
幡
交
差
点

付
近
で
行
わ
れ
、
約
五
十
人
の

参
加
者
が
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全

運
転
を
呼
び
掛
け
た
。

　

交
通
事
故
か
ら
子
ど
も
と
高

齢
者
を
守
ろ
う
と
、
市
内
各
区

の
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

が
一
斉
に
実
施
。
守
山
区
は
瀬

古
・
小
幡
北
・
大
森
北
・
森
孝

東
学
区
の
四
つ
の
子
ど
も
会
会

　

同
公
演
の
招
待
券
を
本
紙
読

者
三
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　

【
応
募
方
法
】

　

〈
メ
ー
ル
〉
件
名
に
「
若
獅

子
会
」
、
本
文
に
①
住
所
②
氏

団
が
保
管
し
て
き
た
。

　

最
後
の
放
水
は
九
九
年
、
小

幡
小
で
行
わ
れ
た
区
消
防
団
連

合
観
閲
式
で
、
現
在
は
ホ
ー
ス

に
虫
食
い
状
の
穴
が
あ
る
た
め

使
え
な
い
と
い
う
。
昨
年
、
白

沢
小
に
「
子
ど
も
た
ち
の
学
び

に
役
立
て
ば
」
と
打
診
し
、
こ

の
ほ
ど
寄
贈
が
決
ま
っ
た
。

　

同
消
防
団
詰
め
所
＝
川
村

町
＝
か
ら
の
〝
引
っ
越
し
〟

は
先
月
十
八
日
、
団
員
ら
十

人
が
参
加
。
小
雨
が
ぱ
ら
つ

く
中
、
リ
ヤ
カ
ー
状
の
搬
送

台
車
ご
と
十
五
分
ほ
ど
引
い

て
運
び
、
西
校
舎
一
階
の
備

品
室
に
収
め
た
。
関
係
者
は

「
で
き
る
こ
と
な
ら
ホ
ー
ス

を
直
し
て
、
放
水
す
る
と
こ

ろ
も
見
て
も
ら
い
た
い
」
と

話
し
て
い
た
。

　

百
年
以
上
前
に
作
ら
れ
、
白

沢
消
防
団
で
保
管
し
て
き
た
手

動
の
消
防
ポ
ン
プ
「
腕わ

ん

用よ
う

ポ
ン

プ
」
が
こ
の
ほ
ど
、
白
沢
小
学
校

＝
白
沢
町
＝
に
贈
ら
れ
た
。
今

後
は
学
区
の
歴
史
な
ど
を
学
ぶ

教
材
と
し
て
役
立
て
ら
れ
る
。

　

寄
贈
の
腕
用
ポ
ン
プ
は
同
消

防
団
の
前
身
、
川
村
の
「
警
防

　

菊
華
高
校
＝
小
幡
五
＝
生
徒

有
志
と
守
山
署
が
協
力
、
特
殊

詐
欺
の
被
害
防
止
を
呼
び
掛
け

る
う
ち
わ
作
り
が
こ
の
ほ
ど
始

ま
っ
た
。
う
ち
わ
は
二
千
七
百

本
製
作
し
、
同
署
管
内
に
九
店

舗
あ
る
コ
メ
ダ
珈
琲
店
で
七
月

一
日
か
ら
配
布
す
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
暑
い
季
節
に
欠

か
せ
な
い
う
ち
わ
を
、
啓
発
に

も
生
か
そ
う
と
同
署
が
企
画
。

若
い
世
代
に
特
殊
詐
欺
の
現
状

や
対
策
を
学
ん
で
も
ら
う
こ
と

も
狙
い
で
、
同
校
保
育
・
福
祉

コ
ー
ス
の
一
―
三
年
生
二
十
八

人
が
参
加
し
て
い
る
。

　

両
者
の
初
回
打
ち
合
わ
せ
は

先
月
六
日
に
同
校
で
行
わ
れ
、

ま
ず
生
徒
た
ち
は
署
員
に
よ
る

講
話
で
特
殊
詐
欺
の
種
類
や
手

口
を
学
習
。
被
害
者
家
族
が
登

場
し
て
心
境
を
語
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も

視
聴
し
、
「
被
害
に
遭
う
と
心

に
傷
が
残
る
」
な
ど
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
に
耳
を
傾

け
た
。

　

ま
た
生
徒
た

ち
は
、
署
員
か

ら
「
自
分
の
お

じ
い
ち
ゃ
ん
や

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
こ
と
を
思
っ

て
作
っ
て
み

て
」
な
ど
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け

な
が
ら
、
う
ち

わ
の
イ
ラ
ス
ト

や
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
。

　

生
徒
の
リ
ー

団
」
に
配
備
さ
れ
た
も
の
と
の

こ
と
。
後
部
に
は
「
明
治
三
拾

七
年
製
」
の
文
字
が
書
か
れ
て

い
る
。
処
分
の
危
機
を
地
元
商

店
の
個
人
所
有
に
よ
り
免
れ
、

一
九
六
五
年
ご
ろ
か
ら
同
消
防

ダ
ー
を
務
め
る
藤
澤
潤め

ぐ

み碧
さ
ん

（
三
年
）
は
「
み
ん
な
で
特
殊

詐
欺
へ
の
意
識
を
高
め
、
高
齢

者
の
方
々
へ
伝
え
て
い
け
れ

ば
」
と
意
気
込
み
を
話
し
て
い

た
。

本
地
丘
消
防
団

１
９
７
６
年
発
足
、団
員

人　

川
端
誠
一
郎
団
長

苗
代
消
防
団

１
９
７
６
年
発
足
、団
員

人　

船
橋
正
三
団
長

守
山
区
消
防
団
の
現
状
に
つ
い
て

み
ん
な
の
ま
ち
の

消
防
団
紹
介

こ
の
記
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

守
山
区
消
防
団
連
合
会
事
務
局（
守
山
消
防
署
総
務
課
）

　
　
　
　
　
　
　

  

☎
０
５
２（
７
９
１
）０
１
１
９
へ

守
山
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

区
内
の
愛
好
者
ら
１
４
８
人
が
楽
し
む

区
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
の
上
位
入
賞
者

劇
団「
若
獅
子
会
」公
演

８
月
５
日 

西
文
化
小
劇
場
で

「久しぶりの舞台
なので、とても楽
しみ」と田代さん

白
沢
小
に「
腕
用
ポ
ン
プ
」寄
贈

白
沢
消
防
団
保
管
の
百
年
以
上
前
の
消
防
ポ
ン
プ

白沢小に到着後、関係者らで記念撮影

受
信
メ
ー
ル
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
な
ど
の

リ
ン
ク
は
「
押
し
ち
ゃ
ダ
メ

！
」
―
を
合
言
葉
に
注
意
喚
起

名
③
年
齢
④
電
話
番
号
⑤
お
近

く
の
中
日
新
聞
販
売
店
名
を
記

入
し
て
＝circle@m-hn.com

＝
へ
。

　

〈
郵
送
〉
は
が
き
に
①
か
ら

⑤
を
明
記
し
て
、
〒
４
６
３
―

０
０
６
５
、
廿
軒
家

の

、

守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
「
若
獅

子
会
」
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
へ
。

　

と
も
に
締
め
切
り
は
二
十
八

日
（
火
）
必
着
。
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
。
招
待
券
の
発
送

を
も
っ
て
発
表
に
代
え
ま
す
。

員
が
集
ま
り
、
区
役
所
と
警
察

署
も
協
力
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
前
に
は
区
役

所
＝
小
幡
一
＝
駐
車
場
で
出
発

式
が
催
さ
れ
、
守
山
区
子
ど
も

会
育
成
連
絡
協
議
会
の
小
屋
口

洋
子
会
長
が
「
皆
さ
ん
の
思
い

を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
伝
え
て
く
だ

さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

参
加
者
は
注
意
事
項
を
聞
い

た
後
、
小
幡
交
差
点
へ
歩
い
て

移
動
。
四
つ
の
交
差
点
角
に
分

か
れ
て
並
び
、
「
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
」
「
ス
ピ
ー
ド
お
と
せ
」
な

ど
と
書
か
れ
た
サ
イ
ン
板
を
署

員
の
笛
の
合
図
で
掲
げ
た
。

　

森
孝
東
学
区
か
ら
参
加
し
て

い
た
小
学
五
年
生
の
女
の
子
二

人
は
「
車
を
運
転
し
て
い
る
人

が
（
サ
イ
ン
板
を
）
見
て
く
れ

て
い
た
」
「
少
し
は
伝
わ
っ
た

か
な
と
思
う
」
と
そ
れ
ぞ
れ
感

想
を
話
し
て
い
た
。

区
子
連
が
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転
を
呼
び
掛
け

　

▽
守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス

の
投
稿
写
真

　

白
山
神
社
＝
小
幡
中
一
＝

内
の
弁
天
池
に
、
こ
と
し
も

カ
ル
ガ
モ
の
親
子
が
登
場
！

同
神
社
に
よ
る
と
、
ひ
な
が

大
き
く
な
る
と
飛
び
立
っ
て

い
く
と
の
こ
と
。
仲
む
つ
ま

じ
い
姿
が
見
ら
れ
る
の
は
七

月
い
っ
ぱ
い
ま
で
カ
モ
。

サ
イ
ン
板
を
使
っ
て
ド
ラ
イ
バ
ー

に
呼
び
掛
け
る
参
加
者
ら

菊華高生有志は啓発うちわを製作
瀬古学区連協メンバーら注意喚起

特殊詐欺などの被害防止を訴えかける

生徒たちはイラスト・キャッチコピー・構成
の３班に分かれ、署員とともに話し合った

買
い
物
客
に
啓
発
チ
ラ
シ
と
グ
ッ
ズ
を
手
渡
す

意
識
を
高
め
高
齢
者
た
ち
へ
伝
え
て
い
き
た
い


